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2018年 3月 6日〜7日に霧島山新燃岳から放出された SO2量 

 

NASAの Suomi-NPP衛星搭載 OMPSセンサーおよび Aura衛星搭載 OMIセンサーにより

それぞれ 2018年 3月 6日（12:21〜14:06日本時），7日（13:07〜13:10日本時）に取得され

たデータにもとづき，霧島山新燃岳の噴火にともなう大気中 SO2量の推定結果を米国ミシ

ガン工科大より提供された。  

図 1	 2018年 3月 6日に Suomi-NPP/OMPSにより取得された大気中 SO2量 
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解析結果（図 1，図 2）によると，噴火にともなう大気中 SO2量は約 5〜6 ktonと推定さ

れる。この値は，新燃岳で 2011年 1月 29日に取得された SO2量（図 3）と同程度であり， 

2011年 1月 28日の溶岩噴出時の SO2放出率が 42,600 ton/dayであること（Mori and Kato, 

2013）を考慮すると，3月 6日〜7日には一日あたり数万トンレベルの SO2放出率であった

と推定される。 
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図 2	 2018年 3月 7日に Aura/OMIにより取得された大気中 SO2量 
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図 3	 2011年 1月 29日に Aura/OMIにより取得された大気中 SO2量 
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